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参
加
者
募
集

令
和
３
年
兵
庫
県
功
労
者
表

彰
の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
兵
庫
県
の
芸
術
文
化
の
振

興
な
ど
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
部
門
別

・
50
音
順
）

◇

【
県
勢
高
揚
功
労
部
門
】

宮み
や
も
と本
輝て

る
さ
ん
（
74
）作
家
（
伊

丹
市
）＝
昭
和
52
年
「
泥
の
河
」

で
太
宰
治
賞
を
受
賞
し
作
家
デ

ビ
ュ
ー
後
は
文
学
界
の
名
だ
た

る
賞
を
相
次
い
で
受
賞
。「
流

転
の
海
」「
青
が
散
る
」「
海
岸

列
車
」
な
ど
、
兵
庫
ゆ
か
り
の

作
品
も
多
数
執
筆
し
、
県
の
魅

力
を
国
内
外
に
広
く
発
信
す
る

な
ど
、
県
勢
の
高
揚
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

◇

【
文
化
功
労
部
門
】

泉い
ず
み

ポ
ー
ル
さ
ん
（
70
）
兵
庫

県
洋
舞
家
協
会
理
事（
芦
屋
市
）

＝
バ
レ
エ
団
を
主
宰
し
後
進
の

育
成
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

　

赤
木
清
士
氏
（
1
9
3
2
-

2
0
1
9
）
は
建
設
業
を
営
む

傍
ら
、
神
戸
異
人
館
街
で
の
ラ

ン
プ
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け

に
、
日
本
の
灯
火
具
や
近
代
の

も
の
づ
く
り
と
深
く
か
か
わ
る

科
学
技
術
史
資
料
の
収
集
に
情

熱
を
注
ぎ
ま
す
。1
9
6
5（
昭

和
40
）
年
頃
か
ら
収
集
を
始
め

た
陶
磁
器
に
お
い
て
も
、
鉄
橋

や
電
線
が
描
か
れ
た
作
品
を
特

兵
庫
県
洋
舞
家
協
会
理
事
を
永

年
に
わ
た
っ
て
務
め
「
こ
う
べ

全
国
洋
舞
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審

査
員
を
務
め
る
な
ど
県
民
文
化

の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

◇

臼う
す
い井
真ま

こ
と

さ
ん
（
60
）
神
戸
親

和
女
子
大
学
児
童
教
育
学
科
准

教
授
（
神
戸
市
東
灘
区
）
＝
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
後
、

神
戸
の
復
興
を
願
う
「
し
あ
わ

せ
運
べ
る
よ
う
に
」
を
作
詞
・

作
曲
。
小
学
校
勤
務
の
か
た
わ

ら
各
地
で
講
演
活
動
を
行
う
な

に
愛
好
し
、
有
田
で
作
ら
れ

た
作
品
を
中
心
に
志
田
焼
（
佐

賀
県
）
や
美
濃
焼
（
岐
阜
県
）

な
ど
を
含
む
2
0
0
点
以
上

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し

ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
氏
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
通
し
て
、
江
戸
時
代
の

古
伊
万
里
か
ら
、
明
治
、
そ
し

て
そ
の
後
へ
と
続
く
、
う
つ
わ

に
描
か
れ
た
図
様
の
魅
力
を
紹

介
し
ま
す
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
意
匠
と
と
も
に
、
江
戸

【
観
覧
料
】
一
般
6
0
0
円
、

（
当
協
会
友
の
会
会
員
は
5
0
0

円
）、
70
歳
以
上
3
0
0
円
、

大
学
生
5
0
0
円
、
高
校
生
以

下
無
料

【
場
所
】兵
庫
陶
芸
美
術
館
（
丹

波
篠
山
市
今
田
町
上
立
杭
4
）

☎
0
7
9
・
5
9
7
・
3
9
6

1【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
チ
ケ
ッ
ト
を

抽
選
で
5
組
10
人
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
応
募
方
法
は
本
紙

3
面
。
11
日
㈮
必
着

所
は
私
の
通
っ
て
い
た
地
元

中
学
校
の
ご
近
所
、
尼
崎
市

菜
切
山
町
に
あ
る
「
菜
切

山
」。
関
西
で
低
い
山
と
い

う
と
大
阪
の
天
保
山
が
標
高

4
・
5
㍍
で
有
名
で
す
が
、

菜
切
山
は
そ
れ
よ
り
低
い
3

・
0
㍍
。
ち
な
み
に
日
本
一

低
い
山
は
仙
台
市
の
日
和
山

が
3
・
0
㍍
な
の
で
、
日
本

一
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
山
と

し
て
認
知
さ
れ
る
に
は
国
土

地
理
院
の
地
形
図
に
山
名
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
事
が
必
要

で
残
念
な
が
ら
菜
切
山
は
50

年
ほ
ど
前
に
は
記
載
が
あ
っ

た
も
の
の
そ
れ
以
降
は
地
元

自
治
体
か
ら
の
申
請
も
な
く

消
滅
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
要
因
は
、
そ
も
そ
も
そ

の
山
は
大
和
朝
廷
の
忠
臣
と

し
て
誉
れ
高
き
武た

け
の
う
ち
す
く

内
宿
禰ね

の

墳
墓
で
、
山
は
宿
禰
の
墳
丘

と
い
う
位
置
づ
け
で
し
た

が
、
宿
禰
自
体
が
伝
説
上
の

人
物
で
、
墳
墓
と
し
て
の
根

拠
が
乏
し
く
申
請
を
断
念
し

た
よ
う
で
す
。

　

う
ま
く
す
れ
ば
観
光
資
源

に
も
な
り
え
た
幻
の
日
本
一

低
い
山
は
、
フ
ェ
ン
ス
に
守

ら
れ
現
在
は
菜
切
塚
と
し
て

管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
の
頃
、
身
近
な
古

墳
に
歴
史
的
ロ
マ
ン
を
感
じ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
久
し

ぶ
り
に
訪
れ
て
み
る
と
木
々

が
茂
り
、
昔
の
ま
ま
の
姿
で

し
た
。
伝
説
で
も
言
伝
え
で

あ
っ
て
も
、
私
に
と
っ
て
こ

こ
は
「
心
の
文
化
遺
産
」
の

一
つ
で
す
。　
　
　
　
（
孝
）

　

先
日
、
ネ
ッ

ト
ニ
ュ
ー
ス
を

見
て
い
る
と

「
日
本
一
低
い

山
」
と
い
う
記

事
が
目
に
留
ま

り
ま
し
た
。
場

◆
い
け
ば
な
の
ス
ス
メ

【
日
時
】
6
月
6
日
㈰
①
11
時

～
12
時
②
13
時
30
分
～
14
時
30

分【
講
師
】
兵
庫
県
い
け
ば
な
協

会【
募
集
人
員
】
各
回
20
名

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館

◆
須
磨
琴
の
ス
ス
メ

【
日
時
】
6
月
24
日
㈭
13
時
30

分
～
15
時
30
分

【
講
師
】
一
絃
須
磨
琴
保
存
会

【
募
集
人
員
】
6
名

◆
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
の　

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ス
メ

【
日
時
】
7
月
13
日
㈫
13
時
30

分
～
15
時
30
分

【
講
師
】
兵
庫
県
婦
人
手
工
芸

協
会

【
募
集
人
員
】
6
名

◆
お
琴
の
ス
ス
メ

【
日
時
】
8
月
7
日
㈯
13
時
30

分
～
15
時
30
分

【
講
師
】
兵
庫
県
箏
絃
連
盟

【
募
集
人
員
】
6
名

矢【
募
集
人
員
】
6
名

◆
三
味
線
の
ス
ス
メ

【
日
時
】
令
和
4
年
1
月
27
日

㈭
13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
講
師
】
日
本
民
謡
・
民
舞
兵

庫
県
連
合
会

【
募
集
人
員
】
6
名

◇
◆
◇

【
場
所
︵
い
け
ば
な
以
外
︶】
兵

庫
県
公
館　

和
風
会
議
室
（
楠

園
亭
）

＊
和
室
の
教
室
で
す
。
イ
ス
が

必
要
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
み
方
法
】
全
教
室
と
も

先
着
順
で
受
付
。
氏
名
、
〒
住

所
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
年

齢
、
希
望
講
座
名
を
記
入
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
電
話
で
当
協
会

ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
「
伝

統
文
化
体
験
教
室
」
係
☎
0
7

8
・
3
2
1
・
2
0
0
2

ど
県
民
文
化
の
振
興
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

大お
お
む
ら村
滋し

げ
じ二
さ
ん
（
70
）
能
楽

協
会
神
戸
支
部
常
議
員
（
神
戸

市
北
区
）
＝
能
楽
協
会
神
戸
支

部
の
役
員
と
し
て
永
年
に
わ
た

り
会
の
運
営
や
後
進
の
指
導
に

尽
力
す
る
と
と
も
に
、
県
民
芸

術
劇
場
な
ど
に
お
け
る
能
楽
・

狂
言
会
の
開
催
を
通
じ
能
楽
の

普
及
発
展
に
努
め
、
県
民
文
化

の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

◇

◆
能
楽
の
ス
ス
メ

【
日
時
】
10
月
13
日
㈬
、
令
和

４
年
１
月
18
日
㈫
各
日
①
13
時

30
分
～
14
時
30
分
②
14
時
40
分

～
15
時
40
分

【
講
師
】
能
楽
協
会
神
戸
支
部

【
募
集
人
員
】
各
回
6
名

◆
長
唄
の
ス
ス
メ

【
日
時
】
11
月
24
日
㈬
13
時
30

分
～
15
時
30
分

【
講
師
】
松
耀
会
東
音
松
浦
麻

九く

き鬼
葉よ

う
こ子
さ
ん
（
62
）
大
阪

芸
術
大
学
短
期
大
学
部
メ
デ
ィ

ア
・
芸
術
学
科
教
授
（
大
阪
市
）

＝
関
西
の
小
劇
場
を
は
じ
め
現

代
演
劇
を
永
年
に
わ
た
り
取

材
、
評
論
を
行
う
と
と
も
に
、

尼
崎
青
少
年
創
造
劇
場
運
営
委

員
、
兵
庫
県
芸
術
奨
励
賞
選
考

委
員
、
文
化
懇
話
会
委
員
な
ど

を
務
め
、
県
民
文
化
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

◇

内な
い
と
う藤
正せ

い
ふ
う風
さ
ん
（
58
）
兵
庫

県
い
け
ば
な
協
会
副
会
長
（
加

西
市
）
＝
光
風
流
二
世
家
元
と

し
て
後
進
の
指
導
・
育
成
に
尽

力
す
る
と
と
も
に
、
い
け
ば
な

の
魅
力
発
信
に
多
方
面
で
活
躍
。

兵
庫
県
い
け
ば
な
協
会
の
要
職

を
永
年
務
め
「
ふ
れ
あ
い
の
祭

典
兵
庫
い
け
ば
な
展
」
へ
の

参
加
を
続
け
る
な
ど
、
県
民
文

化
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

◇

響ひ
び
き

敏と
し
や也
さ
ん
（
69
）
作
家
・

音
楽
評
論
家（
神
戸
市
東
灘
区
）

＝
音
楽
舞
台
の
脚
本
や
作
詞
、

音
楽
教
室
で
講
座
を
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
配
信
す
る
な
ど
多
方
面
で

活
躍
す
る
と
と
も
に
、
兵
庫
県

芸
術
奨
励
賞
選
考
委
員
や
文
化

懇
話
会
委
員
を
努
め
る
な
ど
、

県
民
文
化
の
振
興
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

◇

松ま
つ
た
に谷
国こ

く
し
ょ
う章
さ
ん
（
81
）
兵
庫

県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟
理
事
長

（
神
戸
市
西
区
）
＝
兵
庫
県
吟

剣
詩
舞
道
総
連
盟
お
よ
び
兵
庫

県
吟
詠
連
盟
の
要
職
を
永
年
務

め
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典　

ひ
ょ

う
ご
吟
剣
詩
舞
道
祭
」
を
開
催

す
る
な
ど
、
詩
吟
の
普
及
発
展

と
後
進
の
育
成
に
努
め
県
民
文

化
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

◇

村む
ら
か
み上
氷

ひ
ょ
う
ひ
つ
筆
さ
ん
（
77
）
兵
庫

県
川
柳
協
会
副
理
事
長
兼
事
務

局
長
（
神
戸
市
垂
水
区
）
＝
学

校
で
教
鞭
を
取
る
傍
ら
神
戸
市

内
を
中
心
に
積
極
的
な
川
柳
活

動
を
実
施
。
兵
庫
県
川
柳
協
会

の
要
職
を
永
年
務
め
「
ふ
れ
あ

い
の
祭
典　

川
柳
祭
」
へ
の
参

加
を
続
け
る
な
ど
、
県
民
文
化

の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

◇

弓ゆ

ば場
紀た

だ
の
り知
さ
ん
（
73
）
元
兵

庫
陶
芸
美
術
館
副
館
長
（
神
奈

川
県
）
＝
兵
庫
陶
芸
美
術
館
創

設
時
、
作
品
の
収
蔵
・
保
管
、

展
覧
会
の
運
営
等
に
携
わ
り
円

滑
な
開
館
を
実
現
。
そ
の
後
も

展
覧
会
の
企
画
や
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
充
実
に
大
き
く
寄
与
す
る

な
ど
、
県
民
文
化
の
振
興
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。◇

【
地
域
活
動
功
労
部
門
】

岡お
か
も
と本
健け

ん
い
ち一
さ
ん
（
72
）
阪
神

北
文
化
振
興
団
体
連
絡
協
議
会

会
長
（
尼
崎
市
）

櫻さ
く
ら
い井
美み

や

こ
也
子
さ
ん
（
74
）
東

播
磨
文
化
団
体
連
合
会
副
会
長

（
加
古
郡
播
磨
町
）

角す
み

悟さ
と
る

さ
ん
（
75
）
丹
波
文
化

団
体
協
議
会
副
会
長（
丹
波
市
）

◇

【
産
業
振
興
功
労
部
門
】

市い
ち
の野
秀ひ

で
ゆ
き之
さ
ん
（
57
）
丹
波

立
杭
陶
磁
器
協
同
組
合
理
事
長

（
丹
波
篠
山
市
）

宮本 輝さん

大村 滋二さん

響 敏也さん

弓場 紀知さん

臼井 真さん

内藤 正風さん

村上 氷筆さん

泉 ポールさん

九鬼 葉子さん

松谷 国章さん

令
和
3
年
　
兵
庫
県
功
労
者
表
彰

　

県
勢
高
揚
功
労
部
門
に　
　

　
　
　
　
　
　

作
家　
　

宮
本
輝
さ
ん

全
22
部
門
で
2
2
8
名　

う
ち
女
性
は
54
名　

伝伝

統統

文文

化化

体体

験験

教教

室室

伝

統

文

化

体

験

教

室

ⓒⓒ THE NOHGAKU  THE NOHGAKU 
PERFORMER'SPERFORMER'S ASSOCIATIONASSOCIATION

肥前 有田 染付日本地図文大皿
江戸時代後期 全期展示

兵庫陶芸美術館(赤木清士コレクション)

か
ら
明
治
へ
と
時
代
が
移

行
し
て
い
く
当
時
の
息
吹

も
感
じ
な
が
ら
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

【
会
期
】
6
月
12
日
㈯
～

8
月
29
日
㈰

【
開
館
時
間
】
10
時
～
18

時
（
7
月
～
8
月
の
土
・

日
曜
日
は
9
時
30
分
～

19
時
）、
入
館
は
閉
館
の

30
分
前
ま
で

兵庫陶芸美術館
特別展

受贈記念赤木清士コレクション

古伊万里に魅せられて
―江戸から明治へ―

6月12日　から8月29日



毎月 1回 1日発行 すずかけ・ 6 月号 � 令和 3 年 ６ 月 1 日 � ⑵

主  催	 書道研究　玄心会
後  援	 兵庫県・兵庫県教育委員会
	 （公財）兵庫県芸術文化協会
	 神戸市・神戸市教育委員会
	 神戸新聞社・サンテレビジョン
	 読売新聞社神戸総局
	 （公財）神戸市民文化振興財団
	 兵庫県書作家協会

（公募展のみ）姫路市・姫路市教育委員会
書道研究　玄心会　〒６７０–００４８ 姫路市船橋町 ２ – ４

        　☎０７９（２９８）３２８８

7月2日㈮〜7月4日㈰
ＡＭ10：00〜ＰＭ5：00　4日㈰はＰＭ4：00まで

兵庫県立美術館王子分館
原田の森ギャラリー
神戸市灘区原田通3-8-30　☎078（801）1591

会期

会場

第
三
十
五
回

併
催 

公
　
募
　
展

　

将
来
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
発

表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
気
軽
に
良
質
な
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
「
新
進

芸
術
家
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
」

を
毎
月
１
回
、
兵
庫
県
民
会

館
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
6　

月　

 

Ｖ
ｏ
ｌ
．
36

安
達 

萌 

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ

ル

【
予
定
曲
目
】
ク
ー
プ
ラ
ン

／
恋
の
う
ぐ
い
す
、
シ
ョ
パ

ン
／
ア
ン
ダ
ン
テ
・
ス
ピ
ア

ナ
ー
ト
と
華
麗
な
る
大
ポ
ロ

ネ
ー
ズ
、
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー

／
展
覧
会
の
絵 

ほ
か

【
入
場
料
】
2
0
0
0
円

＊
い
け
ば
な
／
松
井
博
士

（
小
原
流
）

　
8　

月　

 

Ｖ
ｏ
ｌ
．
37

杉
田
恵
理
と
仲
間
た
ち

〜
吉
武
優
・
清
永
あ
や
を
迎

え
て
〜

【
日
時
】
8
月
6
日
㈮
18
時

【
出
演
】
ヴ
ィ
オ
ラ
／
杉
田

恵
理
、
ピ
ア
ノ
／
吉
武 

優
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
清
永
あ
や

杉
田 

恵
理
＝
神
戸
市
出
身
。

桐
朋
学
園
大
学
、
ク
ロ
ン
ベ

ル
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ベ
ル
リ

ン
芸
術
大
学
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ

ー
音
楽
大
学
卒
業
。
ク
ァ
ル

テ
ッ
ト
・
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ウ

キ
ョ
ウ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
放

送
響
副
首
席
奏
者
等
で
活

動
。
Ａ
Ｒ
Ｄ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞
、
オ

ー
ラ
ン
ド
国
際
弦
楽
四
重
奏

コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
、
京
都
青

山
音
楽
賞
バ
ロ
ッ
ク
ザ
ー
ル

賞
な
ど
多
数
受
賞
。

【
入
場
料
】
2
0
0
0
円

＊
い
け
ば
な
／
広
川
英
男

（
池
坊
）

◇
◆
◇

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
兵
庫
県
民
会

館
１
階
フ
ロ
ン
ト
で
購
入
い

た
だ
け
ま
す
。
当
協
会
友
の

会
会
員
は
入
場
料
が
１
割
引

に
な
り
ま
す
。
購
入
時
に
会

員
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
6
月
25
日
㈮
19
時

（
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
）

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
安
達
萌

安
達 

萌
＝
尼
崎
市
出
身
。

県
立
西
宮
高
等
学
校
音
楽
科

兵庫県民会館けんみんホールで開催

～新進芸術家に発表の場を!!～

新進芸術家育成プロジェクト新進芸術家育成プロジェクト
リサイタルシリーズリサイタルシリーズ

を
経
て
、
大
阪
教
育
大
学
芸

術
専
攻
、
同
大
学
院
修
士
課

程
修
了
。
和
歌
山
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
第
１
位
、
ベ
ー
テ
ン

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大

会
第
１
位
ほ
か
。
大
阪
交
響

楽
団
、
ア
マ
ー
ビ
レ
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
共

演
。
㈱
ア
マ
ー
ビ
レ
楽
器
ピ

ア
ノ
科
特
別
講
師
、
大
阪
成

蹊
大
学
非
常
勤
講
師
。

安達 萌

杉田 恵理

　

2
0
2
1
県
展
（
第
58
回

県
展
）
で
は
、
左
記
の
と
お

り
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
な
ど
の
理
由
で
作
品
受
付

日
時
や
規
定
な
ど
を
変
更
し

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
部
門
】
絵
画
、彫
刻
・
立
体
、

工
芸
、
書
、
写
真
、
デ
ザ
イ

ン【
応
募
資
格
】
兵
庫
県
に
在

住
、
在
勤
、
在
学
ま
た
は
、

か
つ
て
在
住
、
在
勤
、
在
学

し
た
こ
と
が
あ
る
満
15
歳
以

搬
入
／
7
月
23
日
㈮
10
時
～

16
時
、
絵
画
、
彫
刻
・
立
体
、

工
芸
、
書
／
7
月
24
日
㈯
・

25
日
㈰
10
時
～
16
時
、
場
所

／
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
南

側
駐
車
場
※
作
品
を
出
品
す

る
前
に
応
募
書
類
の
郵
送
が

必
要
。
応
募
締
切
／
7
月
2

日
㈮
（
消
印
有
効
）

【
展
覧
会
】
会
期
／
8
月
7

日
㈯
～
21
日
㈯
（
8
月
10
日

㈫
、
16
日
㈪
休
館
）、
開
館

時
間
／
10
時
～
18
時
（
入
館

は
17
時
30
分
ま
で
、
最
終
日

は
13
時
閉
展
）、
会
場
／
原

田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

本
館

2
階
大
展
示
室
、
観
覧
料
／

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
立

美
術
館
「
県
展
係
」
☎
０
7

上
の
方
（
中
学
生
を
除
く
）

【
応
募
規
定
】
各
部
門
１
人

１
点
ま
で
（
複
数
部
門
へ
の

出
品
も
可
能
）、
未
発
表
作

品（
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、

他
の
公
募
展
・
グ
ル
ー
プ
展

・
個
展
な
ど
で
公
開
・
発
表

さ
れ
た
作
品
は
規
定
外
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
公

開
も
既
発
表
と
み
な
し
ま

す
）、個
人
制
作
の
も
の
（
複

数
人
に
よ
る
共
同
制
作
の
作

品
は
規
定
外
）

【
出
品
料
】
１
点
に
つ
き
一

般
3
0
0
0
円
、
大
学
院
・

大
学
・
高
専
・
専
修
学
校
生

5
0
0
円
、高
校
生
無
料（
高

専
・
専
修
学
校
生
の
高
校
生

相
当
の
方
も
無
料
）

※
出
品
料
は
7
月
2
日
㈮
ま

で
に
郵
便
振
替
で
納
付
。

【
作
品
受
付
】
写
真
・
デ
ザ

イ
ン
／
7
月
17
日
㈯
・
18
日

㈰
10
時
～
16
時
、
業
者
委
託

８
・
2
6
2

・
0
9
0
7

（
10
時
～
17
時

・
月
曜
休
館
）

文化振興部

（
公
財
）兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

〒
６
５
０
︲
０
０
１
１
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
４
︲
16
︲
３

お申し込み
お問い合わせは

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　

０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９

FAXsinkoubu@
hyogo-arts.or.jp

メール

https://hyogo-arts.or.jp

2021県展（第58回県展）

神戸市室内管弦楽団と
神戸市混声合唱団

　

当
協
会
は
今
年
度
、
友
の

会
の
魅
力
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
神
戸

市
民
文
化
振
興
財
団
と
姫
路

市
文
化
国
際
交
流
財
団
と
覚

書
を
締
結
し
、
両
財
団
が
主

催
す
る
指
定
公
演
の
チ
ケ
ッ

ト
を
優
待
価
格
で
購
入
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ご
利
用
い
た
だ
け
る
指

団
が
管
理
運
営
す
る
同
ホ
ー

ル
の
指
定
公
演
を
特
別
価
格

で
鑑
賞
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
財
団
が
運
営
す

る「
神
戸
市
室
内
管
弦
楽
団
」

と
「
神
戸
市
混
声
合
唱
団
」

の
指
定
公
演
も
特
別
価
格
で

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
神
戸
市
室
内
管
弦
楽
団
】

実
力
派
の
弦
楽
器
奏
者
た
ち

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
バ
ロ

ッ
ク
か
ら
近
現
代
ま
で
の
幅

広
い
演
奏
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

ほ
か
、
埋
も
れ
た
興
味
深
い

作
品
に
も
意
欲
的
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
質
の
高
い
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
活
動
を
展
開
。
今

年
4
月
よ
り
鈴
木
秀
美
が
音

楽
監
督
に
就
任
し
、
新
た
に

音
楽
の
深
み
を
追
求
し
ま
す
。

【
神
戸
市
混
声
合
唱
団
】
童

謡
・
唱
歌
、
日
本
歌
曲
、
外

国
歌
曲
、
オ
ペ
ラ
、
シ
ャ
ン

ソ
ン
ま
で
豊
富
な
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
も
ち
、
市
民
の
身
近

な
合
唱
団
と
し
て
親
し
ま

れ
、『
音
楽
の
ま
ち
神
戸
』

推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
今
年
4
月
よ

り
佐
藤
正
浩
が
音
楽
監
督
に

就
任
。
澄
み
き
っ
た
密
度
の

定
公
演
は
、
す
ず
か
け
等
で

順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
友
の
会
特
典
施
設

に
ホ
テ
ル
「
グ
ラ
ン
ド
ニ
ッ

コ
ー
淡
路
」
が
新
た
に
加
わ

り
ま
し
た
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
特
典
で

「
日
々
の
暮
ら
し
に
潤
い
と

感
動
」
を
感
じ
て
い
た
だ
け

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
必
ず
各
施
設
に
ご
確

認
の
上
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
益
財
団
法
人

神
戸
市
民
文
化
振
興
財
団

　

大
き
な
「
あ
じ
さ
い
の
壁

画
」
が
印
象
的
な
神
戸
文
化

ホ
ー
ル
は
、
交
通
至
便
で
緑

豊
か
な
場
所
に
立
つ
、
神
戸

の
芸
術
文
化
の
一
大
拠
点
で

す
。
神
戸
市
民
文
化
振
興
財

高
い
合
唱
は
、
美
し
い
神
戸

ハ
ー
モ
ニ
ー
と
し
て
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人　

姫
路
市
文
化
国
際
交
流
財
団

　

姫
路
市
の
新
た
な
交
流
拠

点
と
し
て
令
和
3
年
9
月
に

開
館
す
る
姫
路
市
文
化
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
「
ア

ク
リ
エ
ひ
め
じ
」。
そ
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
、
姫
路
藩
主
の
嗜
み
で
あ

っ
た
能
楽
を
、
本
格
的
な
能

舞
台
を
設
営
し
て
上
演
す
る

「
姫
路
藩
の
伝
統
芸
能　

能

と
狂
言
」（
9
月
18
日
㈯
）

の
ほ
か
、
世
界
3
大
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
一
つ
で
あ
る
ウ
ィ

ー
ン
・ 

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
初
の
姫
路
公
演

と
な
る
「
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
コ

ン
サ
ー
ト
」（
11
月
5
日
㈮
）、

播
磨
の
姫
君
と
呼
ば
れ
た
徳

川
家
康
の
孫
千
姫
の
生
涯
を

玉
岡
か
お
る
描
き
下
ろ
し
の

小
説
を
も
と
に
同
財
団
芸
術

監
督
・
池
辺
晋
一
郎
作
曲
に

よ
る
「
オ
ペ
ラ
『
千
姫
』」

（
12
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
）

な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
姫
路
市
文
化
国
際

交
流
財
団
で
は
、
管
理
運
営

す
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
常
設

の
音
楽
ホ
ー
ル
「
パ
ル
ナ
ソ

ス
ホ
ー
ル
」
の
公
演
や
姫
路

駅
前
の
「
姫
路
キ
ャ
ス
パ
ホ

ー
ル
」で
の
演
劇
公
演
な
ど
、

ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
シ
リ
ー
ズ
と
共
に
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し

て
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ニ
ッ
コ
ー
淡
路

日
々
の
暮
ら
し
に
う
る
お
い
と
感
動
を
♪

　
　
　

新
し
い
会
員
特
典
が

加
わ
り
ま
し
た　
　

神戸文化ホール

アクリエひめじ

　

神
戸
か
ら
車
で
約
30
分
、

豊
か
な
自
然
と
共
存
す
る
リ

ゾ
ー
ト
で
花
の
香
り
と
海
の

風
が
織
り
な
す
最
上
級
の
く

つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
時
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。
古
来
よ
り
、

朝
廷
に
食
材
を
献
上
す
る

「
御
食
国
（
み
け
つ
く
に
）」

と
称
さ
れ
る
淡
路
島
。
こ
の

大
地
の
恵
み
を
活
か
し
、
卓

越
し
た
シ
ェ
フ
た
ち
の
技
が

生
み
出
す
逸
品
を
ご
用
意
し

て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
優
待
内
容
】
▼
レ
ス
ト
ラ

ン
飲
食
利
用
料
金
の
１
割
引

（
但
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
、
お
盆
、
年
末
・
年
始

〈
12
月
31
日
～
1
月
3
日
〉

レ
ス
ト
ラ
ン
イ
ベ
ン
ト
日
、

特
別
メ
ニ
ュ
ー
は
除
く
）

利
用
対
象
レ
ス
ト
ラ
ン
／
フ

ァ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
『
コ
ッ
コ

ラ
ー
レ
』（
鉄
板
焼
き
を
除

く
）、
日
本
料
理
『
あ
わ
み
』

（
寿
司
カ
ウ
ン
タ
ー
を
除
く
）

▼
宿
泊
料
金
の
割
引
／
平
日
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㊐＝開催日、㊡＝休館日
○時＝開館時間、○料＝入場（館）料金
○内＝内容、出＝出演者・団体
○場＝会場、問＝問い合わせ先

兵庫県民アートギャラリー
☎078・321・2131

物 情 報
イベントガイド催

☆ 記事中の「友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。
割引は原則として本人のみ適用。
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①希望プレゼント名②希望枚数（2枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メッセージを明記し、ハ
ガキかFAXで送付。
＊応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送
をもってかえさせていただきます。

＊応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵
庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発
送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

プレゼントのご応募について 〒650－0011 神戸市中央区下山手通4－16－3
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係

FAX 078-321-2139

㊐7月6日㈫まで◯時 9時30分～17時、入
館は16時30分まで㊡水曜日、ただし祝
日の場合は翌平日◯料一般500円、大高
生300円、中小生250円◯内日本を代表す
る食材「お米・おにぎり」と、モンゴ
ルを代表する食材「赤い食べ物＝肉」
「白い食べ物＝乳」に着目し、各食文
化について様々な資料と共に紹介しま
す。◯場 問豊岡市立日本・モンゴル民
族博物館☎0796・56・1000

丹　　　　　波
■丹波古陶館 春期展「古丹波優品展」
㊐6月27日㈰まで◯時10時～16時30分㊡
月曜日、ただし祝日の場合は翌平日◯料
大人700円（友の会会員は600円）、大
高生400円、中小生200円◯内日本六古窯
の一つ丹波焼の、兵庫県指定文化財「古
丹波コレクション(312点)」を中心に
展示している同館。本展では厳選した
古丹波の優品を公開します。◯場 問丹波
古陶館☎079・552・2524

淡　　　　　路
■アジサイまつり

㊐6月5日㈯～7月4日㈰◯時 入園自由㊡
無休◯料無料◯内森林のなかの遊歩道を散
策しながら約40種類9000株の色鮮やか
なアジサイを鑑賞しませんか。展望広
場からは、明石海峡大橋から大阪湾ま
での雄大なパノラマを眺められます。
◯場 兵庫県立淡路島公園問淡路島公園
管理事務所☎0799・72・5377

県　　　外（奈良）
特別展「ウィリアム・モリス 原
風景でたどるデザインの軌跡」

㊐6月26日㈯～8月29日㈰◯時9時～17時、
入館は16時30分まで㊡月曜日、ただし
8月9日は開館し、8月10日休館◯料一般
1200円、大高生1000円、中小生800円
◯内芸術家、詩人、作家、思想家、社会
運動家など、多彩な分野で活躍したウ
ィリアム・モリス（1834～1896）はモ
ダン・デザインの父とも称され、芸術
と生活の統一を目指してモダン・デザ
インを提唱したアーツ・アンド・クラ
フツ運動を先導しました。本展では、
これまで顧みられることのなかったモ
リスの幼少期や学生時代にはじまり、
晩年に至るまで、デザイナーとしての
モリスの生涯を紐解きます。モリス自
身および彼の仲間たちによるデザイン
・工芸作品80点に、写真家・織作峰子
氏が撮影したモリスにちなむ風景を組
み合わせ、そのデザインの軌跡をたど
ります。◯場 問奈良県立美術館☎0742
・23・3968★5組10人に。11日㈮必着

を展示しています。折り図集はミュー
ジアムショップで販売されていますの
で、ご自宅で挑戦してみてはいかがで
しょう。◯場 問伊丹市昆虫館2階学習室
☎ 072・785・3582

東・北 播 磨
■「増田妃早子―語りなおす夢として...」
展
㊐8月22日㈰まで◯時10時～17時、入館
は16時30分まで㊡月曜日（ただし祝日
の場合は翌平日）、祝日の翌日※8月10
日㈫は臨時開館◯料大人300円、65歳以
上250円、大高生200円、中小生100円
◯内大阪出身の画家・増田妃早子さんの
展覧会。風景をはじめ多彩なモチーフ
を描いた油絵の代表作や繊細な紙の作
品、新作など一堂に展示し、眼差しを
かたちにする作家の静寂を湛えた不思
議な絵画の魅力に迫ります。またアト
リエでは令和元年度「亀高文子記念̶
赤艸社賞」受賞者・藤飯千尋さんの「藤
飯千尋―届かないプレゼントを君に贈
る―」展を開催中（6月20日まで）。◯場
問西脇市岡之山美術館☎0795・23・
6223

中・西 播 磨
■歌舞伎役者・写真と浮世絵～忠臣蔵
の浮世絵より～

㊐～当面の間（詳細は下記までお問い
合わせください）◯時 9時～17時、入館
は16時30分まで㊡水曜日、ただし祝日
の場合は翌平日◯料大人200円（友の会
会員は160円）、中小生100円◯内明治期
の人気歌舞伎役者九代目市川団十郎、
五代目尾上菊五郎、五代目坂東彦三郎
の写真と、彼らを描いた忠臣蔵の浮世
絵とを並べて展示。浮世絵師が役者の
顔の特徴をどのように捉えて描いたの
か、比較して鑑賞いただけます。◯場 問
赤穂市立歴史博物館2階義士コーナー
☎0791・43・4600
■具体美術協会の作家たち
㊐6月20日㈰まで◯時10時～17時㊡月曜
日◯料無料◯内企画展示室で開催中の「私
のマル 小野田實展」に合わせ、小野田
氏が所属した具体美術協会に関係した
画家たちの作品を紹介。◯場 問姫路市立
美術館コレクションギャラリー☎ 079
・222・2288

但　　　　　馬
■第82回企画展「日本とモンゴルの
食文化～お米・おにぎりと赤い食べ物
・白い食べ物～」

■「六甲の風」第1回 日本画作品展〈2
階〉㊐6月1日㈫～7日㈪◯時10時～17時、
初日は13時～、最終日は～16時◯料無料
◯内日本画約75点
■絵更紗展〈2階〉㊐6月5日㈯～6日㈰
◯時10時～17時◯料無料◯内絵更紗約100点
■第二回 白い雲絵画展〈1階〉㊐6月
10日㈭～13日㊐◯時10時～18時、最終日
は～16時◯料無料◯内洋画約40点
■第10回 キルトリーダーズ兵庫作品
展〈2階〉㊐6月17日㈭～19日㈯◯時10時
～17時、最終日は～15時◯料無料◯内パッ
チワーク・キルト約200点
■第62回 一水会兵庫県出品者協会展
〈2階〉㊐6月22日㈫～27日㈰◯時10時～
18時、最終日は～16時◯料無料◯内洋画約
100点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
〈1階ロビー〉尾上理絵 ピアノコンサ
ート㊐6月12日㈯◯時14時◯料無料出ピア
ノ/尾上理絵＊いけばな／梶井芳甫（兵
庫県いけばな協会／未生流）
■兵庫県写真作家協会新進作家選抜展
〈1階サロン内〉㊐6月1日㈫～7月31日
㈯◯時10時～17時、最終日は～16時㊡水
・日曜日◯料無料◯内兵庫県写真作家協会
会員7人の写真作品

原田の森ギャラリー
☎078・801・1591

■第5回きのしたてるみ 色えんぴつペ
イントアート教室合同展〈東館1階〉
㊐6月6日㈰まで◯時10時～17時30分、最
終日は～16時◯料無料◯内色鉛筆画等約
100点
■芦屋写真展2020―Road to PARIS―
〈本館2階〉㊐6月2日㈬～6日㈰◯時10時
～18時、最終日は～15時◯料無料◯内写真
約300点
■第8回コジーキルト作品展〈本館1階〉
㊐6月4日㈮～6日㈰◯時10時～17時、最
終日は～16時◯料無料◯内パッチワークキ
ルト約100点
■2021 兵庫独立展〈本館1階〉㊐6月8
日㈫～13日㈰◯時10時～18時、初日は13
時～、最終日は～16時◯料無料◯内洋画約
50点
■第33回こうべ版画 シティ「梓の会」
展〈東館1階〉㊐6月8日㈫～13日㈰◯時
10時～17時、初日は13時～、最終日は
～16時◯料無料◯内木版画約50点
■第80回創元展 兵庫巡回展 兵庫支部
展〈本館2階〉㊐6月9日㈬～13日㈰◯時
10時～17時30分、最終日は～16時◯料無
料◯内洋画約100点
■全国公募2021 兵庫県水墨画協会公
募展〈本館1階〉㊐6月16日㈬～20日㈰
◯時10時～17時、最終日は～15時◯料無料
◯内水墨画約150点
■2021 第65回記念 新世紀神戸展〈本
館2階〉㊐6月16日㈬～20日㈰◯時10時～
18時、最終日は～16時◯料無料◯内洋画約
120点
■第27回キャンバスフォト展〈東館1
階〉㊐6月15日㈫～20日㈰◯時10時～17
時、初日は13時～、最終日は～16時◯料
無料◯内キャンパスフォト約60点
■三田青磁 伊藤瑞宝 作陶展～今蘇る 
幻の青磁 三田青磁～〈東館1階〉㊐6
月22日㈫～27日㈰◯時10時～18時、初日
は11時～、最終日は～16時◯料無料◯内陶
芸約80点
■神戸新聞文化センター（KCC）3会場
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兵庫県民アートギャラリー
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☆ 記事中の「友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。
割引は原則として本人のみ適用。
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①希望プレゼント名②希望枚数（2枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メッセージを明記し、ハ
ガキかFAXで送付。
＊応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送
をもってかえさせていただきます。

＊応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵
庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発
送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

プレゼントのご応募について 〒650－0011 神戸市中央区下山手通4－16－3
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係

FAX 078-321-2139

《るりはこべ》 デザイン : ウィリアム・モリス
Photo ⓒ Brain Trust Inc.

ひょうごアーティストサロン
☎078・321・2005

合同教室作品展〈本館2階〉㊐6月23日
㈬～27日㈰◯時10時30分～17時、最終日
は～13時◯料無料◯内総合約1200点
■第59回兵庫工芸展〈本館1階〉㊐6月
23日㈬～27日㈰◯時 10時～18時、最終
日は～16時◯料無料◯内工芸約90点
■ゆとり作業所 ちぎり絵作品展〈本
館障害者アートギャラリー〉㊐6月30
日㈬まで◯時10時～18時、最終日は～15
時◯料無料◯内ちぎり絵約10点

■Curators in Panic ～ 横尾忠則展
　学芸員危機一髪
㊐8月22日㈰まで◯時10時～18時、入場は
17時30分まで㊡月曜日、ただし祝日の
場合は翌平日◯料一般700円(友の会会員
は550円)、大学生550円、70歳以上350円、
高校生以下無料◯内昨年のin between（横
尾忠則×草刈民代 ̶アートとダンスの競
演̶）に引き続き、「横尾忠則×川井郁
子の世界 ̶アートとヴァイオリンの競演
̶ Unframed」を公式YouTubeチャンネ
ルで公開中。川井さんが「越境（Unframed）」
をテーマに展示作品のイメージに合わせ
選曲し、無観客の展示空間で演奏する動
画作品をどうぞご覧ください。

神　　　　　戸
■春季企画展　史跡指定100年記念「国
史跡・五色塚古墳のあゆみ」
㊐7月25日㈰まで◯時10時～17時、入館
は16時30分まで㊡月曜日◯料無料◯内兵庫
県下最大の前方後円墳・五色塚古墳が
国史跡に指定されてから、今年で100
年をむかえるにあたり五色塚古墳のこ
れまでのあゆみをふりかえる企画展が
開催中です。五色塚古墳出土資料はも
ちろん、古墳が描かれた絵図や関わり
のある遺跡出土資料を展示し、これか
らの五色塚古墳を展望します。◯場 問
神戸市埋蔵文化財センター☎078・992
・0656
■魅力あるシャドーボックスの語らい

㊐6月10日㈭～13日㈰◯時10時～18時、
最終日は16時まで㊡無休◯料無料◯内同
じ絵柄を何枚も重ね合わせることで生
まれるシャドー（影）が、繊細で豊か
な表情をもたらすシャドーボックス。
その不思議な魅力をお楽しみください。
関西シャドーボックス作家会会員と一
般作品約40点。◯場 神戸ファッション
美術館4階ギャラリー問関西シャドー
ボックス作家会☎ 080・5305・7902

阪 神 南・北
■プチ展示「虫のおりがみ」

㊐7月5日㈪まで◯時9時30分（土日祝は
10時から）～16時30分、入館は16時ま
で㊡火曜日、ただし祝日の場合は翌平
日◯料大人400円、中高生200円、小学生
～3歳100円、2歳以下無料◯内昆虫をモ
チーフにした折り紙作品約50点を展示
します。作品の中には伊丹市昆虫館が
発行している折り図集「虫のおりがみ」
（1-3）に掲載されている32作品すべて

三代目歌川豊国  「誠忠義士伝  は  大高源
吾忠雄  河原崎権十郎」  元治元年（1８6４）

横尾忠則現代美術館
☎078・855・5607

ヘラクレスオオカブトムシ(左)とダンゴムシ(右)
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ろ

ば
、
桂 

弥
太
郎

【
日
時
】
8
月
1
日
㈰
14
時

【
場
所
】阪
急 

中
ホ
ー
ル（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】4
0
0
0
円
（
全

席
指
定
）

　

西
洋
音
楽
の
源
流
と
さ
れ

る
キ
リ
ス
ト
教
音
楽
＂
グ

部
で
は
地
か
ら
湧
き
上
が
る

よ
う
な
力
強
い
声
明
の
響
き

を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、
第

3
部
で
は
真
言
宗
声
明
に
ミ

ラ
ノ
大
聖
堂
聖
歌
隊
の
映
像

が
重
な
る
、
時
空
を
超
え
た

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
テ
ー

ジ
を
お
贈
り
し
ま
す
！

　

生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
感

謝
や
希
望
を
謳
う
両
者
の
音

楽
に
身
を
ゆ
だ
ね
、今
こ
そ
、

癒
し
と
安
ら
ぎ
に
満
ち
た
時

を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

【
曲
目
】
真
言
宗
声
明
、
グ

レ
ゴ
リ
オ
聖
歌 

ほ
か

【
出
演
】
九
州
真
言
宗
教
師

連
合
法
親
会
、
ミ
ラ
ノ
大
聖

堂
聖
歌
隊
（
映
像
出
演
）、

古
楽
金
管
四
重
奏
団
（
コ
ル

ネ
ッ
ト
、
サ
ッ
ク
バ
ッ
ト
に

よ
る
四
重
奏
）

【
日
時
】
10
月
5
日
㈫
19
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ 

大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
4
0
0
0

円
、
Ｂ
席
3
0
0
0
円
、
Ｃ
席

2
0
0
0
円
、
Ｄ
席
1
0
0
0

円
（
全
席
指
定
）

成河

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

6
月
発
売
予
定
公
演

12
日
㈯
発
売

桂 

吉
弥　

独
演
会

13
日
㈰
発
売

小曽根 真

　

第
一
線
で
活
躍
す
る
舞
台

人
の
お
話
を
聞
く
教
養
講
座
。

開
館
以
来
続
く
名
物
企
画
の

記
念
す
べ
き
１
０
０
回
目
は
、

神
戸
出
身
で
世
界
的
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中

の
小
曽
根
真
さ
ん
を
迎
え
ま

す
。
音
楽
は
も
ち
ろ
ん
、
演

劇
作
品
へ
の
音
楽
参
加
で
も

高
く
評
価
さ
れ
る
小
曽
根
さ

ん
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
語

り
切
れ
な
い
音
楽
へ
の
思
い

を
存
分
に
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
聞
き
手
】
三
崎 

力
（
新
国

立
劇
場
制
作
部　

演
劇
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
）

【
日
時
】
7
月
18
日
㈰
15
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
無
料
（
往
復
ハ
ガ

キ
で
申
込
・
先
着
2
0
0
名
）

 
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
文
化
セ
ミ
ナ
ー
〈
1
0
0
〉

  
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト  

小
曽
根
真
さ
ん
に
聞
く

「
音
楽
の
力
」

 

２
０
２
１　

ピ
ッ
コ
ロ
寄
席

 

桂
枝
雀
一
門
「
南
光 

雀
三
郎 

二
人
会
」

森 

フ
ォ
レ

　

数
々
の
演
劇
賞
を
受
賞
し

た『
炎 
ア
ン
サ
ン
デ
ィ
』、『
岸 

リ
ト
ラ
ル
』
に
続
く
、＂
「
約

束
の
血
」
4
部
作
〟
シ
リ
ー

ズ
第
3
弾
、
待
望
の
上
演
！

　

11
人
の
実
力
派
俳
優
が
40

以
上
の
役
を
演
じ
分
け
描

く
、
6
世
代
に
渡
る
壮
大
な

＂
血
〟
の
物
語
。

　

世
界
の
歴
史
の
背
景
に
翻

弄
さ
れ
た
人
間
た
ち
の
宿
命

的
な
生
き
ざ
ま
を
一
大
叙
事

詩
と
し
て
、
2
0
2
1
年
の

日
本
に
て
表
出
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【
作
】
ワ
ジ
デ
ィ
・
ム
ワ
ワ

ド【
翻
訳
】
藤
井
慎
太
郎

【
演
出
】
上
村
聡
史

【
出
演
】
成
河
、
瀧
本
美
織

／
栗
田
桃
子
、
前
田
亜
季
、

岡
本 

玲
、
松
岡
依
都
美
／

亀
田
佳
明
、
小
柳 

友
、
大

鷹
明
良
／
岡
本
健
一
、
麻
実

れ
い

【
日
時
】
8
月
7
日
㈯
、
8

日
（
日
・
祝
）
各
日
13
時

【
場
所
】阪
急 
中
ホ
ー
ル（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
7
5
0
0

円
、
Ｂ
席
5
0
0
0
円
（
全

席
指
定
）

桂 吉弥

　

夢
い
っ
ぱ
い
の
子
供
た
ち

か
ら
、
音
楽
の
贈
り
物
―

　

厳
し
い
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
選
ば
れ
た
小
学
生
か
ら
高

校
生
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
る
「
ス
ー
パ
ー
キ
ッ

ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」。
彼

ら
に
多
大
な
情
熱
と
愛
情
を

注
ぐ
佐
渡
裕
芸
術
監
督
と
共

に
、
今
年
も
全
力
で
音
楽
に

向
き
合
い
ま
す
！

【
曲
目
】
バ
ー
バ
ー
／
弦
楽

の
た
め
の
ア
ダ
ー
ジ
ョ
、
レ

ス
ピ
ー
ギ
／
リ
ュ
ー
ト
の
た

め
の
古
風
な
舞
曲
と
ア
リ
ア 

第
３
組
曲 

ほ
か

【
出
演
】
指
揮
・
芸
術
監
督

／
佐
渡 

裕
、
演
奏
／
ス
ー
パ

ー
キ
ッ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

【
日
時
】
9
月
4
日
㈯
17
時
、

5
日
㈰
14
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ 

大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
3
0
0
0

円
、
Ｂ
席
1
0
0
0
円
（
全

席
指
定
）

   　

佐
渡 

裕
と

ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
２
０
２
１

　
　
　

　

無
数
の
流
れ
星
が
ふ
り
そ

そ
ぎ
、
動
き
出
し
た
グ
リ
ム

兄
弟
の
銅
像
！ 

あ
ら
わ
れ

た
の
は
、「
白
雪
姫
」？
「
ブ

レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」？ 

ど

こ
か
お
か
し
な
物
語
の
登
場

人
物
た
ち
で
し
た
。
グ
リ
ム

童
話
で
お
な
じ
み
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
、
歌
や
踊
り
、
笑

い
に
乗
せ
て
、
大
人
も
子
ど

も
も
楽
し
め
る
メ
ル
ヘ
ン
の

旅
を
お
届
け
し
ま
す
。

【
作
】
早
船 

聡
（
サ
ス
ペ
ン

デ
ッ
ズ
）

【
演
出
】
平
井
久
美
子
（
ピ

ッ
コ
ロ
劇
団
）

【
音
楽
】
園
田
容
子

【
出
演
】
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
員

【
日
時
】
8
月
7
㈯
11
時
・

15
時
、
8
日
㈰
11
時
・
15
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
一
般
2
5
0
0

円
、
高
校
生
以
下
1
5
0
0

円
、
セ
ッ
ト
券
（
一
般
＋
高

校
生
以
下
）3
5
0
0
円（
全

席
指
定
）

 

ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

  

「
グ
リ
ム
兄
弟
！  

〜
み
ん
な
の
メ
ル
ヘ
ン

聞
か
せ
て
ダ
ン
ケ
〜
」

桂 雀三郎 桂 南光

※
客
席
は
定
員
の
半

数
と
し
ま
す
。

※
劇
場
内
で
は
、
マ

ス
ク
着
用
、
検
温
、

手
指
の
消
毒
等
、
感

染
予
防
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

※
急
遽
、
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

瀧本美織

佐渡 裕

   

世
界
音
楽
図
鑑

東
西
の
祈
り
の
音
楽
～
１
０
０
０
年
の
時
を
遡
る

　
　
　

レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
〟
と
、
日
本

ェ
ロ
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
＝
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
国
際
室
内
楽
コ

ン
ク
ー
ル
第
１
位
等
、
現
在

は
神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
首
席
の
門
脇
大

樹
、
そ
し
て
ピ
ア
ノ
は
数
々

の
名
手
と
素
晴
ら
し
い
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
を
繰
り
広
げ
て
き

　

い
ま
聴
き
た
い
旬
の
ピ
ア

ノ
・
ト
リ
オ
が
登
場
！ 

ヴ

た
津
田
裕
也
。
東
京
藝
術
大

学
在
学
時
に
結
成
し
た
同
級

生
な
ら
で
は
の
息
の
合
っ
た

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
室
内
楽

の
醍
醐
味
を
活
き
活
き
と
伝

え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
曲
目
】
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

／
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲 

第
5

番
「
幽
霊
」、
武
満 

徹
／
ビ

ト
ゥ
イ
ー
ン
・
タ
イ
ズ
、
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
／
ピ
ア
ノ

三
重
奏
曲 

第
１
番

【
出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／

白
井 

圭
、
チ
ェ
ロ
／
門
脇

大
樹
、
ピ
ア
ノ
／
津
田
裕
也

【
日
時
】
10
月
30
日
㈯
14
時

【
場
所
】
神
戸
女
学
院 

小
ホ

ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
3
0
0
0

円
、
Ｂ
席
2
0
0
0
円
（
全

席
指
定
）

ト
リ
オ
・
ア
コ
ー
ド

ァ
イ
オ
リ
ン
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

・
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
の
実
力

者
で
、
神
戸
市
室
内
合
奏
団

を
経
て
現
在
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響

楽
団
の
ゲ
ス
ト
・
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
の
白
井
圭
、
チ

© 飯島 隆

チケットを購入されるお客様へ
新型コロナウイルス感染防止対策にご理解
とご協力をお願いいたします。 
※座席は、業種別ガイドラインに基づき、隣
席を空けない配席で販売します。

※マスクを着用されていない方はご入場で
きません（マウスシールド不可）。 

※平熱より1℃以上、もしくは37.5℃以上の
発熱がある方は入場をお断りさせていた
だきます。 

※来場者情報を把握するため、芸術文化セ
ンターでのチケットのご購入は芸術文化
センター先行予約会員の登録（無料）が
必要です。 お一人様2枚（佐渡裕とスー
パーキッズ・オーケストラ2021のみ4枚）
までとさせていただきます。

※掲載の情報は、都合により変更になる可
能性がございます。最新の情報につきま
しては、当センターウェブサイト等をご確
認ください。 ©T.Tairadate

昨
年
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場
よ
り

トリオ・アコード



毎月 1回 1日発行すずかけ・ 6 月号⑸　令和３年６月1日

度
胸
よ
く
堂
々
と
力
強
く
弾
き
き
る

第282回

令
和
２
年
度
坂
井
時
忠
音
楽
賞
受
賞
者

ピ
ア
ニ
ス
ト 

坂さ
か
も
と本

　
彩あ

や 

さ
ん
　

素
顔
拝
見

　

今
後
の
活
躍
が
注
目
さ
れ

る
新
進
気
鋭
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
。
東
京
藝
術
大
学
卒
業
後

の
2
0
1
1
年
か
ら
明
治
安

田
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ

文
化
財
団
奨
学
生
、
文
化
庁

新
進
芸
術
家
海
外
派
遣
員
と

し
て
渡
独
、
ベ
ル
リ
ン
芸
術

大
学
、
同
大
学
院
の
ピ
ア
ノ

ソ
リ
ス
ト
科
、
室
内
楽
科
を

修
了
。
19
年
に
帰
国
後
は
各

地
で
演
奏
活
動
を
展
開
す
る

一
方
、
東
京
藝
大
ピ
ア
ノ
科

非
常
勤
講
師
と
し
て
後
進
の

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

4
歳
の
こ
ろ
、
2
歳
年
上

の
兄
が
通
う
音
楽
教
室
に
出

か
け
た
際
、
楽
し
い
雰
囲
気

界
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
コ
ン

テ
ス
タ
ン
ト
の
演
奏
に
も
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。
凄
い
と

こ
ろ
に
来
て
し
ま
っ
た
‥
と

感
じ
ま
し
た
が
、
自
分
も
こ

ん
な
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
！
と
決
意
。
中
学

時
代
か
ら
抱
い
て
き
た
ピ
ア

ニ
ス
ト
を
職
業
に
と
の
思
い

に
確
信
が
持
て
た
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
で
し
た
」
と
振
り

返
る
坂
本
さ
ん
。
東
京
藝
大

を
経
て
ベ
ル
リ
ン
芸
術
大
学

へ
。
パ
ス
カ
ル
・
ド
ゥ
ヴ
ァ

イ
ヨ
ン
教
授
に
師
事
。
欧
州

各
都
市
を
中
心
に
演
奏
活
動

も
。「
始
め
の
頃
は
話
せ
な

心
に
打
ち
勝
っ
て
、
堂
々
と

力
強
く
自
分
の
演
奏
を
弾
き

き
る
タ
イ
プ
。
演
奏
家
と
し

て
本
当
の
成
長
を
遂
げ
る
の

は
こ
れ
か
ら
な
の
で
、
求
心

力
を
高
め
る
こ
と
を
や
め
ず

情
熱
が
途
切
れ
な
い
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
激
励
す

る
。

　

受
賞
に
つ
い
て
「
兵
庫
を

離
れ
て
10
数
年
に
な
り
ま
す

が
素
晴
し
い
賞
を
い
た
だ
き

光
栄
で
す
。
帰
国
し
て
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
昨
年

に
「
私
も
弾
き
た
い
」
と
ピ

ア
ノ
を
習
い
始
め
た
。
将
来

の
進
路
に
悩
ん
だ
高
校
三
年

時
に
一
大
転
機
が
訪
れ
た
。

世
界
大
会
の
一
つ
、「
浜
松

国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

応
募
し
、
予
備
審
査
か
ら
本

大
会
に
進
ん
だ
の
だ
。「
本

大
会
に
選
出
さ
れ
て
、
14
曲

（
2
時
間
半
の
レ
パ
ー
ト
リ

ー
）
を
練
習
し
な
く
て
は
な

ら
ず
、
進
路
に
悩
む
時
間
が

吹
っ
飛
び
ま
し
た
（
笑
）。

予
備
審
査
、
本
大
会
と
も
天

才
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
中
村
紘
子

氏
（
故
人
）
や
名
だ
た
る
海

外
教
授
の
前
で
演
奏
し
、
世

音
楽
教
育
で
は
本
場
の
ド
イ

ツ
。「
演
奏
技
術
に
加
え
、

音
楽
に
向
き
合
う
姿
勢
を
見

直
す
時
間
で
し
た
。さ
ら
に
、

そ
の
姿
勢
を
い
か
に
人
生
と

リ
ン
ク
さ
せ
、
ど
の
よ
う
に

音
楽
家
と
し
て
生
き
て
い
く

の
か
、
自
分
な
り
の
ポ
リ
シ

ー
を
深
く
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音

楽
の
本
場
に
暮
ら
し
そ
こ
で

得
た
経
験
や
人
々
と
の
出
会

い
は
財
産
で
す
」。
生
活
は

自
由
で
、
音
楽
に
集
中
で
き

る
環
境
だ
っ
た
。

　
「
ピ
ア
ノ
は
ど
ん
な
音
で
も

出
せ
る
楽
器
。
世
界
観
を
ひ

と
り
占
め
で
き
る
の
が
魅
力

第19回アルトゥール・シュ
ナーベル国際ピアノコンク
ール最高位・第2位。第1
回アミグダーラ国際ピアノ
コンクール優勝。松方ホー
ル音楽賞など国内外で数
多く受賞。19年にはＮＨＫ
ドキュメンタリー番組「蜜
蜂と遠雷－若きピアニスト
たちの18日間」で演奏活
動が取り上げられた。明石
市在住。

で
す
」
と
坂
本
さ
ん
。
好
き
な

作
曲
家
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
。「
ど

の
作
品
も
優
し
さ
や
愛
情
に

溢
れ
て
い
て
、
人
間
味
を
感

じ
ま
す
。
中
で
も
『
ピ
ア
ノ
ソ

ナ
タ
3
番
』
は
16
歳
の
時
か

ら
弾
き
続
け
て
い
ま
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
で
壮
大
な
物
語
を
み
て
い

る
よ
う
な
作
品
で
大
好
き
で

す
」。

 

週
に
一
日
、
母
校
の
東
京
藝

大
で
学
生
を
指
導
す
る
。
学

生
時
代
に
師
事
し
た
同
藝
大

の
青
柳
晋
（
す
す
む
）
教
授

は
「
本
番
で
は
度
胸
が
恐
怖

は
兵
庫
県
で
念
願
の
オ
ー
ル
ブ

ラ
ー
ム
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ソ
ロ

リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
で
き
ま

し
た
。
今
後
は
更
に
腰
を
据

え
て
演
奏
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。
Ｃ
Ｄ
も
出
し
た
い
で
す

ね
」。
笑
顔
が
魅
力
的
。
明
石

市
立
西
部
市
民
会
館
で
9
月

18
日
㈯
に
、
坂
本
さ
ん
ら
に

よ
る
「
明
石
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
室

内
楽
公
演
を
予
定
し
て
い
る
。

い
独
語
、
異
国

で
の
新
し
い
環

境
、
そ
れ
で
も

前
進
し
た
い
思

い
で
、
何
を
す

る
に
も
が
む
し

ゃ
ら
で
し
た
」。

2018年6月ベルリンの下
宿先にて。大屋さんご夫
妻と

2017年9月。ロシア・モスクワで
のソロリサイタル後に記念撮影

◆
緊
急
事
態
宣
言
と
そ
の
期
間

延
長
で
府
県
に
よ
っ
て
要
請
内

容
に
違
い
が
…
。
な
の
で
鑑
賞

し
た
い
展
覧
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
チ
ェ
ッ
ク
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

（
尼
崎
市
・
Ｙ
）

◆
ほ
ほ
え
ま
し
い
お
気
持
ち
の

「
み
な
さ
ま
か
ら
の
お
便
り
」
を

読
ん
で
い
る
と
映
像
が
浮
か
び

ま
す
。
共
通
点
に
共
感
し
う
れ

し
く
な
る
大
好
き
な
コ
ー
ナ
ー

で
す
。（
芦
屋
市
・
Ｔ
）

◆
「
ひ
ょ
う
ご
の
国
宝
・
重
文

そ
ぞ
ろ
歩
き
」が
大
好
き
で
す
。

世
間
が
落
ち
着
い
た
ら
外
出
し

た
い
で
す
。（
神
戸
市
・
Ｋ
）

★
お
か
げ
様
で
こ
の
連
載
は
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
か
ら
の
情
報
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。　
　
（
編
集
部
） 　

焼
を
通
じ
た
国
際
文
化
交

流
に
も
努
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
展
で
は
、市
野
氏
の
、

丹
波
焼
の
伝
統
を
踏
襲
し

な
が
ら
、
現
代
的
な
感
性

を
加
味
し
た
独
自
の
作
風

を
追
求
さ
れ
た
作
品
を
展
覧
い

た
し
ま
す
。

【
会
期
】
5
月
21
日
㈮
～
8
月

21
日
㈯
（
日
曜
・
祝
日
は
休
館
）

【
開
館
時
間
】9
時
～
17
時
（
土

曜
日
は
10
時
～
16
時
）

※
当
面
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
毎

週
土
曜
日
は
休
館
し
ま
す
。
再

開
す
る
場
合
は「
兵
庫
県
公
館
」

の
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
観
覧
料
】
無
料

【
場
所
】
兵
庫
県
公
館
県
政
資

料
館
「
兵
庫
の
文
化
」
展
示
室

（
展
示
室
7
）

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
企
画

県
民
部
秘
書
課
儀
典
室
☎︎
0
7 

8
・
3
6
2
・
3
8
2
3

◇
4
月
号
で
ご
紹
介
し
た
「
伊

藤
一
翔　

書
展
」
は
、
兵
庫
県

の
赤
土
の
素
地
に
乗
せ
る
白
丹

波
の
焼
き
物
を
自
身
の
テ
ー
マ

の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
陶
器
に
漆
を
施
し
た
陶
漆

な
ど
、
新
し
い
作
品
に
も
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
立
近
代
美
術

館
・
兵
庫
陶
芸
美
術
館
へ
の
出

品
の
ほ
か
、
大
阪
、
東
京
、
名

古
屋
な
ど
の
主
要
都
市
で
個
展

を
開
催
。
中
国
や
韓
国
の
美
術

展
に
も
出
品
す
る
な
ど
、
丹
波

　

兵
庫
県
公
館
県
政
資
料
館

「
兵
庫
の
文
化
」
展
示
室
に
お

い
て
「
市
野
年
成 

陶
展
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

丹
波
篠
山
市
出
身
の
陶
芸

家
、
市
野
年
成
氏
は
、
家
業
で

あ
る
丹
波
焼
の
窯
元（
延
年
窯
）

に
生
ま
れ
、
幼
少
の
頃
か
ら
陶

芸
に
対
す
る
素
養
を
培
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

黒
釉
の
作
品
制
作
と
並
行
し

な
が
ら
、
特
に
白
い
泥
を
丹
波

兵
庫
県
公
館

　
　

 

市
野
年
成

陶
展

会期

会場

後援  兵庫県・兵庫県議会
　　　兵庫県教育委員会
　　　（公財）兵庫県芸術文化協会
　　　（公財）神戸市民文化振興財団
　　　神戸新聞社
　　　サンテレビジョン
　　　（公社）全日本書道連盟
　　　兵庫県書作家協会

展覧会事務局
　〒６７１‐１１３１
　姫路市大津区天神町１‐４５‐９
　☎（０７９）２３９‐９０９０

第34回　書道　玄 燿 展
〈小作品展併催〉

―挑戦から展開へ―

前期  公募の部  令和3年 7月3日㈯

全期間  役員の部  令和3年 7月3日㈯～ 5日㈪
後期  会員・準会員の部  令和3年 7月4日㈰～ 5日㈪

午前10時〜午後５時まで
（但し、3日・5日は午後4時まで）

兵庫県民アートギャラリー
兵庫県民会館 1・2階

主催　玄燿書道会

で
表
示
す
る
『
文
学

碑
マ
ッ
プ
』、
作
家

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映

像
を
紹
介
す
る
『
講

堂
』
な
ど
、
多
彩
な

内
容
で
見
ご
た
え
十

分
で
す
。

　

企
画
展
示
「
平
家

物
語
館
」
で
は
、
物

語
の
舞
台
と
な
っ
た

神
戸
の
、
自
然
、
文

化
、
風
土
、
歴
史
と

絡
め
て
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
ゆ
か
り
の

地
の
写
真
や
関
連
書

物
の
画
像
が
多
く
、

庫
文
学
館
」
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

常
設
展
示
で
は
、
兵
庫
ゆ
か

り
の
作
家
や
作
品
を
検
索
で
き

る
ほ
か
、
県
下
各
地
に
散
財
す

る
歌
碑
や
句
碑
を
地
図
と
写
真

地図に載らない文学館

「ネットミュージアム兵庫文学館」
リニューアル公開

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
文
学
館
「
ネ
ッ

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
兵

文
学
の
世
界
が
想
像
し
や
す
い

展
示
は
、
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
な
ら
で
は
。
文
学
の
お
も
し

ろ
さ
、
奥
の
深
さ
、
楽
し
さ
を
、

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
バ
ー
チ
ャ
ル
見

学
い
た
だ
け
ま
す
。

第59回
公募展併設

2021年 6 月23日㈬～ 27日㈰
10：00～  18：00（最終日は16：00まで）

兵庫県立美術館王子分館
原田の森ギャラリー 本館1階展示室

入場無料

TEL 078-362-7086
主催／兵庫県工芸美術作家協会・神戸新聞社
後援／兵庫県・兵庫県教育委員会・神戸市
　　　（公財）兵庫県芸術文化協会

兵庫県工芸美術作家協会 検索
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焼きアナゴ

国宝・重文
ひょうごの

そぞろ歩きそぞろ歩き

  地域の文化情報

宝塚文化創造館
（宝塚音楽学校旧校舎）

開館10周年

阪神北

お
出
か
け
ち
ょ
っ
と
メ
モ

優
れ
た
文
化
財
を
持
つ
古
刹

焼
き
ア
ナ
ゴ
の
老
舗
、　　
　
　

始
ま
り
は
明
治

る
。
高
砂
は
ア
ナ
ゴ
料
理
が

有
名
な
の
だ
。

1
9
0
5
（
明
治
38
）
年

の
公
衆
浴
場
は
昨
年
10
月
、

値
上
げ
さ
れ
た
が
、
こ
こ
は

据
え
置
き
で
頑
張
っ
て
い
る
。

　

加
古
川
の
河
口
へ
向
か
う
。

　

高
砂
は
か
つ
て
加
古
川
の

舟
運
と
北
前
船
の
寄
港
地
と

し
て
栄
え
た
。

工
楽
松
右
衛
門
の
旧
宅
へ
。

松
右
衛
門
は
江
戸
時
代
、
厚

く
幅
広
の
帆
布
を
開
発
、
海

運
力
を
飛
躍
的
に
高
め
た
。

　

柴
田
最さ

い
し
ょ
う
ど
う

正
堂
で
お
菓
子

「
野
路
菊
の
里
」を
食
し
た
。

白
あ
ん
が
し
っ
と
り
と
し
て

い
る
。
日
本
茶
や
コ
ー
ヒ
ー

・
紅
茶
に
も
あ
い
そ
う
。

1
8
9
3
（
明
治
26
）
年

創
業
の
老
舗
で
あ
る
。
い
ま

4
代
目
の
柴
田
泰
成
さ
ん

（
63
）
が
仕
切
る
。
県
の
花

ノ
ジ
ギ
ク
に
ち
な
ん
で
名
を

つ
け
た
と
い
う
。

十輪寺本堂

国指定 重要文化財の
絹本著色五仏尊像
＝高砂市教委提供

木版画の
カレンダー

野路菊の里

十輪寺住職
西田州応さん

　

創
建
の
あ
と
寺
は
衰
退
し

た
が
、
13
世
紀
に
浄
土
宗
の

祖
師
、
法
然
が
高
砂
に
立
ち

寄
っ
た
こ
と
で
再
興
さ
れ
た

と
い
う
。

「
お
寺
は
人
が
訪
れ
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
」

　

州
応
さ
ん
は
モ
ッ
ト
ー
を

「
現
物
は

と
て
も
色

彩
が
美
し

い
で
す
」

と
州
応
さ

ん
は
誇
ら

し
げ
だ
。

裏
に
回
る
と
レ
ン
ガ
の

壁
と
煙
突
が
懐
か
し
い

感
じ
を
か
も
す
。
昭
和

の
雰
囲
気
が
あ
る
と
ち

か
ご
ろ
評
判
だ
。
県
内

高
砂
市
高
砂
町
横
町
に
あ

る
十
輪
寺
は
、
9
世
紀
に
創

建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
古

刹
で
あ
る
。

　

金
剛
力
士
像
が
に
ら
み
つ

け
る
門
を
入
る
と
、
正
面
に

本
殿
が
ド
ン
と
目
に
入
る
。

二
重
の
屋
根
の
建
物
が
力
強

く
迫
っ
て
く
る
。

　

十
輪
寺
は
、
国
指
定
の
重

要
文
化
財
「
絹け

ん
ぽ
ん本

著ち
ゃ
く
し
ょ
く色

五ご

仏ぶ
っ
そ
ん
ぞ
う

尊
像
」
を
所
有
し
て
い
る

こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

絹
の
布
に
彩
色
し
た
五
つ

の
仏
さ
ん
の
尊
い
お
姿
を
描

い
た
絵
、
と
い
う
意
味
だ
ろ

う
。

　

お
寺
を
訪
ね
る
前
に
、
作

品
は
大
阪
市
立
美
術
館
に
移

さ
れ
て
い
る
と
知
っ
た
。

　

住
職
の
州し

ゅ
う
お
う応

さ
ん
（
56
）

が
わ
け
を
話
す
。

「
空
調
設
備
の
整
っ
た
場
所

で
、
絵
が
劣
化
し
な
い
よ
う

保
管
す
る
た
め
で
す
。
火
事

や
盗
難
か
ら
守
る
意
味
も
あ

り
ま
す
」

　

江
戸
時
代
に
高
砂
の
商
人

が
朝
鮮
で
手
に
入
れ
、
お
寺

に
寄
進
し
た
と
い
う
。

高砂、十輪寺
（高砂市）

語
る
。
月
1
回
発
行
す
る
機

関
誌
「
ふ
る
さ
と
」
は
こ
の
4

月
で
5
4
3
号
と
な
っ
た
。
ざ

っ
と
45
年
た
つ
計
算
で
あ
る
。

　

父
の
名
誉
住
職
、
光こ

う
え衛

さ

ん
（
91
）
は
、
仏
像
に
言
葉

を
添
え
た
木
版
画
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
り
続
け
て
い
る
。

版
画
の
原
画
集
は
こ
の
4
月

で
4
冊
目
と
な
っ
た
。

　

十
輪
寺
か
ら
歩
い
て
す
ぐ

の
と
こ
ろ
に
、
焼
き
ア
ナ
ゴ

の
専
門
店
、
下
村
商
店
が
あ

に
下
村
種
吉
が
始
め

た
。
日
露
戦
争
か
ら
復

員
す
る
と
き
上
官
か
ら

「
商
売
を
す
る
な
ら
何

か
に
特
化
し
ろ
」
と
助

言
さ
れ
た
。
上
官
と
は

野
村
吉
三
郎
で
あ
る
。

外
交
官
に
転
じ
、
日
米

開
戦
時
に
駐
米
大
使
と

し
て
歴
史
に
名
を
刻
む
。

　

い
ま
4
代
目
の
晋
平

さ
ん（
64
）が
毎
日
、作

業
の
先
頭
に
立
つ
。
商
品
の

焼
き
ア
ナ
ゴ
は
持
ち
帰
り
専

門
で
あ
る
。
マ
イ
カ
ー
の
お

客
さ
ん
が
焼
き
た
て
の
品
を

次
々
と
求
め
て
い
く
。

　

歩
い
て
い
る
と
赤
レ
ン
ガ

の
煙
突
が
目
に
入
っ
た
。
銭

湯
の
梅う

め
が
え
ゆ

ケ
枝
湯
だ
。
表
は
何

の
変
哲
も
な
い
つ
く
り
だ
が
、

7
月
15
日
、
宝
塚
文
化
創

造
館
は
開
館
10
周
年
を
迎
え

ま
す
。

　

同
館
は
昭
和
10
年
に
建
て

ら
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
様
式
の

建
物
で
、
平
成
10
年
ま
で
宝

塚
音
楽
学
校
本
校
舎
と
し

て
、
多
く
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は

宝
塚
文
化
の
発
信
拠
点
と
し

て
劇
場
と
宝
塚
音
楽
学
校
・

宝
塚
歌
劇
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

ス
タ
ジ
オ
に
整
備
さ
れ
、
舞

台
芸
術
の
活
動
の
場
と
し

て
、
様
々
な
方
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
開
催
さ
れ
る
記
念
事

業
を
2
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
す
み
れ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企

画
展
﹃
街
と
宝
塚
歌
劇
〜
阪

急
沿
線　

駅
ご
と
の
風
景
﹄

◯内
宝
塚
と
西
宮
を
繋
ぐ
西
宝

線
（
現
今
津
線
）
が
開
通
し

て
ち
ょ
う
ど
1
1
0
年
。
街

と
宝
塚
歌
劇
の
変
遷
を
映
像

や
絵
は
が
き
な
ど
の
貴
重
な

資
料
で
振
り
返
る
展
覧
会
。

㊐
令
和
4
年
4
月
12
日
㈫
ま

で
㊡
水
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
◯時
10
時
～
16
時
30

分
（
入
館
は
16
時
ま
で
）
◯料

一
般
3
0
0
円
、
中
高
生
2

0
0
円
、
小
学
生
1
0
0
円

▼
開
館
10
周
年
記
念
ス
ペ
シ

ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
タ
カ
ラ
ヅ
カ

ト
ー
ク
&
ラ
イ
ブ
◯内
宝
塚
歌

劇
の
演
出
家
・
岡
田
敬
二
氏

と
元
宝
塚
歌
劇
団
ト
ッ
プ
ス

タ
ー
・
北
翔
海
莉
さ
ん
の
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
&
コ
ン
サ
ー
ト

㊐
7
月
3
日
㈯
14
時
、
4
日

㈰
11
時
・
15
時
※
チ
ケ
ッ
ト

抽
選
販
売
は
終
了
。
ラ
イ
ブ

配
信
チ
ケ
ッ
ト
が
、
宝
塚
市

文
化
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

◯料
一
般
4
0
0
0
円
（
当
協

会
友
の
会
会
員
は
ク
ー
ポ
ン

コ
ー
ド
入
力
で
3
6
0
0
円
）。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
会
員
登
録
（
登

録
無
料
）
後
、
チ
ケ
ッ
ト
購

入
画
面
か
ら
ク
ー
ポ
ン
コ
ー

ド
（SK

C
V
jy1X

PF

）
を

入
力
し
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】
宝
塚
市
武
庫
川
町

6
―
12

【
ア
ク
セ
ス
】
阪
急
今
津
線

「
宝
塚
南
口
駅
」
よ
り
徒
歩

約
10
分

【
問
い
合
わ
せ
】
宝
塚
文
化

創
造
館
☎
 0
7
9
7
・
8
7

宝塚文化創造館

高砂駅

山陽電鉄

相生橋十輪寺十輪寺

梅ケ枝湯梅ケ枝湯

●下村商店●下村商店

●工楽松右衛門旧宅●工楽松右衛門旧宅柴田最正堂●柴田最正堂●

718

718

210

▼
十
輪
寺
=
高
砂
市
高
砂
町

横
町
１
０
７
４
。
本
堂
は
県

指
定
文
化
財
。
二
重
の
屋
根

は
江
戸
時
代
元
禄
の
こ
ろ
は

や
っ
た
と
い
う
。
欄
間
の
彫

り
物
も
素
晴
ら
し
い
。
山
陽

電
鉄
高
砂
駅
南
へ
徒
歩
1０

分
。
加
古
川
バ
イ
パ
ス
加
古

川
西
ラ
ン
プ
か
ら
15
分
。
☎

０
７
９
・
４
４
２
・
０
２
４
２

▼
下
村
商
店
=
高
砂
市
高

砂
町
北
本
町
１
１
７
２
。
月

曜
~
土
曜
６
時
~
16
時
、
祝

日
７
時
~
16
時
、
日
曜
定

休
。
☎
０
７
９
・
４
４
２
・

０
１
２
４

▼
梅
ケ
枝
湯
=
高
砂
市
高
砂

町
次
郎
助
町
１
５
９
３
。
16

時
~
２３
時
、
木
曜
定
休
。
1２

歳
以
上
４
２
０
円
、
６
歳
~

1２
歳
１
６
０
円
、
６
歳
未
満

6０
円
。
☎
０
７
９
・
４
４
２
・

０
９
８
５

▼
工
楽
松
右
衛
門
旧
宅
=
高

砂
市
高
砂
町
今
津
町
５
３
２
。

９
時
~
1８
時
、
入
館
無

料
。
休
み
は
年
末
年
始
。
☎

０
７
９
・
４
９
０
・
４
７
９
０

▼
柴
田
最
正
堂
=
高
砂
市

高
砂
町
南
本
町
９
０
７
の

２
。
８
時
~
1８
時
、
水
曜
定

休
。
☎
０
７
９
・
４
４
２
・
１

７
３
７

下
村
晋
平
さ
ん

工楽松右衛門旧宅

梅
ケ
枝
湯

開館10周年記念スペシャルイベント
タカラヅカ トーク&ライブ

・
1
1
3
6


